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Extracurricular activities and hardiness of university student
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People that can experience a high degree of stress without falling ill are known to have a personality 
structure that differentiate them from those who easily become ill under stress. This personality difference is 
best characterized by the term hardiness (Kobasa , 1978). Hardiness is considered to consist of three 
elements,: commitment, control, and challenge. This study investigated the relationship between 
extracurricular activities and hardiness of university. Results indicated the following. (1) The stress of 
extracurricular activities improved commitment. (2) The stress of practice time in non-dropout group  also 
increased commitment.


































































































































仮説 1：  継続群の部活動ストレッサーは、コミッ
トメントを増大させるであろう






















 3 自分のせいでチームが試合に負けること 自分のせいでチームが試合に負けること（満足のいく結果が出せなかったこと）
 4 自分の競技能力が低いと感じること 自分の競技能力（技術）が低いと感じること


























項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 共通性
指導者
32 指導者とうまが合わないこと .84 .14 .01 .16 .09 .75
17 指導者が理解を示してくれないこと .81 .12 .13 .19 .08 .73
33 指導者が自分たちの意見を聞いてくれないこと .78 .13 .04 .14 .04 .64
27 指導者の考えが自分の考えと合わないこと .77 .08 .09 .20 .09 .64
13 指導者のものの言い方が威圧的なこと .61 .25 .29 .14 .06 .53
15 指導者がひいきすること .56 .06 .19 .28 .09 .44
35 指導者が勝ち負けにこだわりすぎること .55 .23 .30 .03 .11 .46
11 指導者の言うとおりの試合（発表会）をしなければならないこと .48 .22 .29 .05 .01 .37
28 指導者が部活動以外のことまで干渉すること .48 .13 .22 .13 .14 .33
38 指導者がきちんと指導してくれないこと .44 .08 －.11 .15 .10 .25
競技力
25 試合(発表会)で自分の力が十分発揮できないこと .18 .71 .07 .12 .16 .59
22 試合（発表会）のときにミスをすること .14 .70 .19 .03 .15 .57
36 試合で負けること（満足のいく結果が出せなかったこと） .17 .69 .14 .06 .16 .56
 4 自分の競技力（技術）が低いと感じること .13 .64 .09 .16 .05 .46
34 努力して練習しているのに上達しないと感じること .15 .62 .23 .16 .12 .50
 1 練習中に失敗すること .16 .61 .28 .12 .08 .49
 3 自分のせいでチームが試合に負けること（満足のいく結果が出せなかったこと） .09 .60 .18 .08 .19 .44
26 他の部員が自分より上達したと感じること .07 .59 .17 .09 .02 .39
30 自分の体力が劣っていると感じること .12 .46 .14 .21 .24 .34
 8 自分の能力の限界を感じること .14 .43 .25 .27 .18 .37
練習時間
19 練習時間が長いこと .16 .20 .85 .12 .04 .81
 5 休日が少ないこと .08 .34 .71 .08 .09 .64
 7 帰宅時間が遅くなること .06 .19 .70 .10 .14 .56
39 練習が厳しいこと .20 .35 .67 .06 .08 .62
16 部活動に多くの時間がとられ好きなことができないこと .25 .14 .63 .21 .09 .54
23 部活動をしているために勉強時間が取れないこと .12 .26 .59 .20 .14 .49
仲間
29 他の部員と気が合わないこと .15 .05 .10 .74 .09 .60
14 他の部員から悪口を言われること .14 .06 .07 .65 .10 .50
24 部内にまとまりがないこと .18 .08 －.09 .64 －.01 .46
18 部内にもめごとがあること .18 .21 .23 .62 .07 .52
40 他の部員の考え方と自分の考え方が合わないこと .22 .13 .21 .61 .08 .49
 2 他の部員にからかわれたり馬鹿にされること .10 .14 .07 .54 .08 .34
20 練習態度の悪い人がいること .11 .18 .13 .54 －.01 .35
怪我・病気
12 怪我や病気で練習ができないこと .10 .15 .09 .07 .82 .72
21 怪我や病気でチームに迷惑をかけること .06 .17 .12 .07 .82 .72
 9 怪我や病気で試合（発表会）に出られないこと .16 .08 .02 .07 .77 .63
31 怪我や病気で練習ができず競技力（技術）が落ちること .11 .21 .15 .10 .70 .57
37 部活動をしていて怪我をすること .12 .22 .07 .04 .64 .48
寄与率（％） 4.77 4.65 3.84 3.34 3.23 19.83




































項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
コミットメント
26 努力は必ず報われると思う .82 －.03 －.12
20 一生懸命やれば目標に到達できると思う .76 .08 －.13
16 努力すれば結果は必ずついていくと思う .74 .04 －.15
 9 物事は決して思い通りにはならないので頑張っても無駄だと思う（R） －.63 .02 .10
15 日常のほとんどは退屈だと思う（R） －.57 .10 －.08
23 自分の仕事や学業の内容を楽しいと感じる .56 .07 .17
12 失敗してもそれは成功につながることだと思う .56 .04 .03
24 仕事や学業をする自分に対して充実感を感じる .55 .00 .26
11 人生の大半は無意味なことに費やしていると思う（R） －.55 .19 －.06
19 新しい自分を発見することに対してうれしいと感じる .54 .18 .01
14 活発に仕事や学業をしている自分に満足している .42 －.02 .25
チャレンジ
22 今後の展開がわからない方がわくわくする －.02 .88 .00
17 これからの展開がどうなるかわからない方が面白いと思う .00 .85 .00
 2 これから起こることが分からない方がわくわくする －.04 .79 －.04
18 はっきりしないことや予測できない方が人生は面白いと思う .02 .78 －.03
 4 多少の危険をおかすことは楽しいことだと感じる －.14 .60 .11
27 今後の展開が分からなくてもなんとかなるさと思う .11 .57 .02
25 危険をともなう挑戦もやってみようと思う .02 .46 .13
 1 先の見通しが立たなくてもなんとかなるさと思う －.02 .38 －.05
コントロール
 7 急な変化にもすばやく対応できる －.02 －.09 .85
21 思いがけないことが起こったときにも臨機応変に対応できる .01 －.03 .85
13 予期していなかった変化に対しても柔軟に対処できる .07 .01 .81
 5 予想外の出来事が起こったときにも慌てず冷静に対処できる －.11 .15 .69
10 自分の意見をはっきり主張することができる .01 .11 .38 
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ















































尺度において「指導者」下位尺度 （ t （388）＝－1.95, 
p<.10）は退部群よりも継続群の方が高いという
有意傾向が見られた。しかし、これを除く「競技
力」下位尺度 （ t （388）＝ .38, n.s.）、「練習時間」
下位尺度 （ t （388）＝ .30, n.s.）、「仲間」下位尺度
（ t （387）＝－1.06, n.s.）、「怪我・病気」下位尺度
（ t （388）＝－1.33, n.s.）の全ての得点差は有意で
はなかった。また、同様にハーディネス尺度にお
いても、「コミットメント」下位尺度得点 （ t  
（388）＝1.58, n.s.）、「チャレンジ」下位尺度得
点 （ t （388）＝－0.6, n.s.）、「コントロール」下位






Table 4　部活動継続期間別のMとSD及び t 検定の結果
継続（324） 退部（66）
平均 SD 平均 SD t 値
＜部活動ストレッサー＞
指導者 2.79 .99 3.05 .94 －1.95
競技力 3.67 .85 3.62 .83 .38
練習 3.64 1.12 3.59 1.04 .30
仲間 2.94 .89 3.07 .91 －1.05
怪我・病気 2.30 1.09 2.51 1.18 －1.33
＜ハーディネス＞
コミットメント 3.68 .51 3.58 .49 1.58
チャレンジ 3.24 .75 3.30 .76 －.60




























指導者 競技力 練習時間 仲間 怪我・病気 コミットメント チャレンジ コントロール
＜部活動ストレッサー＞
　指導者 －  .50**  .44**  .44**  .30**  .18**  .00  .02
　競技力  .15 －  .56**  .44**  .47**  .34**  .04 -.07
　練習時間  .43**  .44** －  .38**  .30**  .38**  .04  .07
　仲間  .40**  .10  .20 －  .23**  .12*  .03  .02
　怪我・病気  .27**  .15  .33**  .22 －  .13*  .06  .06
＜ハーディネス＞
　コミットメント  .09  .18  .20  .28*  .05 －  .32**  .17**
　チャレンジ -.04 -.22 -.25*  .09 -.14  .47** －  .40**
　コントロール  .12  .09  .24  .17  .24*  .37**  .42** －
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